
中
央
本
部
は
一
〇
月
二
六

日
、
年
末
手
当
に
関
す
る
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

第
１
四
半
期
連
結
累
計
期

間
に
お
け
る
わ
が
国
の
経
済

情
勢
は
、
設
備
投
資
や
雇
用

情
勢
の
持
ち
直
し
な
ど
に
緩

や
か
な
回
復
傾
向
が
続
き
ま

し
た
。

上
半
期
鉄
道
営
業
収
入
は

対
前
年
比9

9
.
9
%

。
シ
ル
バ
ー

ウ
ィ
ー
ク
の
減
収
、
天
候
不

順
減
収
等
は
あ
っ
た
が
そ
れ

ら
の
影
響
を
除
け
ば
１
％
弱

の
伸
び
が
続
い
て
お
り
、
通

期
決
算
に
お
け
る
純
利
益
も

当
初
予
測
ど
お
り
過
去
最
高

の2
,
6
6
0

億
円
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
新
幹
線
大
規
模
改

修
引
当
金
繰
入
に
よ
る
費
用

増
は
あ
る
も
の
の
、
水
平
分

業
・
業
務
の
効
率
化
に
よ
る

人
件
費
等
の
圧
縮
な
ど
社
員

は
日
々
業
務
に
邁
進
し
て
い

ま
す
。
設
備
投
資
、
株
主
還

元
、
債
務
削
減
の
３
本
柱
に

加
え
、
社
員
の
働
き
が
い
の

実
現
を
求
め
る
と
共
に
Ｊ
Ｒ

東
日
本
の
経
営
体
力
は
十
二

分
に
在
る
こ
と
を
認
識
し
、2

0
1
6

年
度
の
年
末
手
当
に
つ
い

て
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

中
央
本
部
と
し
て
組
合
員

の
声
を
代
弁
し
な
が
ら
真
面

目
に
働
く
者
が
正
当
に
評
価

さ
れ
る
実
態
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
真
摯
な
交
渉
に
今
後
、

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

一
〇
月
一
七
日
、
JR
連
合

第
十
二
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
、
香
川
県
高
松
市
に
お

い
て
五
百
名
規
模
で
開
催
さ

れ
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
よ
り

菅
野
委
員
長
以
下
六
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

松
岡
JR
連
合
会
長
、
半
井

JR
四
国
社
長
、
小
川
JR
国
会

議
員
団
事
務
局
長
等
の
参
加

の
も
と
、
『
チ
ー
ム
公
共
交

通
』
の
輪
を
拡
げ
、
『
チ
ー

ム
地
域
共
生
創
』
の
形
成
を

テ
ー
マ
に
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
特
別
講
演
『
四
国
家
の
一

員
と
し
て
』
半
井
JR
四
国
社

長
の
講
演
で
は
、
JR
四
国
は

発
足
か
ら
高
速
道
路
と
の
闘

い
で
あ
っ
た
。
当
時
十
一
㎞

し
か
な
か
っ
た
高
速
道
路
網

が
現
在
は
鉄
道
路
線
網
と
、

ほ
ぼ
並
行
し
て
走
っ
て
い
る
。

観
光
開
発(

着
地)

イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
取
り
組
み
に
よ
り

近
年
収
益
の
回
復
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

観
光
列
車
、｢

伊
予
灘
も
の

が
た
り
物
語｣

や｢

ア
ン
パ
ン

マ
ン
列
車｣

、
さ
ら
に
新
観
光

列
車｢

四
国
ま
ん
な
か
千
年
も

の
が
た
り｣

来
年
４
月
運
行
開

始(
2
0
1
7
/
4
/
1
)

な
ど
地
域
と

連
携
し｢

四
国
家
の
一
員
と
し

て｣

わ
さ
わ
ざ
四
国
に
来
て
い

た
だ
け
る
鉄
道
を
目
指
し
て

一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。今

後
、
安
定
基
金
の
積
み

増
し
、
税
制
特
例
の
継
続
等

支
援
ス
キ
ー
ム
が
必
須
と
訴

え
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
『
鉄
道
特
性
の
発
揮
、
公

共
交
通
の
持
続
的
な
発
展
に

向
け
て
』
と
題
し
て
。

公
共
交
通
の
発
展
に
向
け

て
JR(

会
社
・
組
合)

が
そ
の

活
動
の
輪
に
入
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
り
利
用
者
も

自
治
体
も
、
そ
れ
を
ま
っ
て

い
る
と
考
え
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
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基本理念 社員で考え社員のための労働運動を目指す、企業内労働組合

心とこころをつなぐ相互扶助活動と、次代につなぐ社会正義の実現を目指す

2016年度、年末手当（要求！）
基準内賃金の3.4ヶ月分
12月2日までに支払うこと

・成績率の適用については、公平・公正に行うこ

と。

・好調な企業業績を踏まえ、安全・サービス・人
材育成に更なる投資を行うこと。

国
際
運
輸
労
連(
Ｉ
Ｔ
Ｆ)

に
お
い
て
「
国
際
鉄
道
労
働

者
統
一
行
動
」
を
取
り
組
む

に
あ
た
り
、
日
本
（
交
運
労

協
）
で
は
一
〇
月
七
日
（
金
）

に
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

主
要
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
鉄
路
で
つ
な
ぐ
地
域
の
絆
！

乗
っ
て
、
残
そ
う
私
た
ち
の

鉄
道
！
」

Ｉ
Ｔ
Ｆ
の
構
成
員
と
し
て

積
極
的
に
参
加
行
動
を
し
ま

し
た
。

・
浜
松
町
駅
前
、
四
名
、
二

〇
〇
枚
・
新
潟
駅
前
、
七
名
、

二
〇
〇
枚
・
仙
台
駅
前
（
西

口
）
、
四
名
、
一
四
〇
枚
・

郡
山
駅
前
、
三
名
、
六
〇
枚

Ｉ
Ｔ
Ｆ(

国
際
運
輸
労
連)

統
一
行
動(

街
頭
チ
ラ
シ
配
付)

JR
連
合

第
十
二
回

政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
高
松
市

半井ＪＲ四国社長の講演



一
〇
月
二
五
日
、
JR
九
州

旅
客
鉄
道
（
株
）
が
東
証
一

部
に
上
場
し
ま
し
た
。1

9
8
7

年
の
民
営
化
以
後
、
JR
東
日

本
、
東
海
、
西
日
本
に
続
く

四
番
目
の
上
場
。
本
州
以
外

の
「
三
島
会
社
」
で
は
初
め

て
で
す
、
。
発
行
株
数
は
一

億
六
千
万
株
。

売
り
出
し
予
定
価
格
の
二

千
六
百
円
を
上
回
る
、
初
値

は
三
千
百
円
を
単
純
に
計
算

す
る
と
約
四
千
九
百
六
〇
億

円
の
時
価
総
額
と
な
り
ま
し

た
。JR

九
州
は
熊
本
地
震
の
大

き
な
負
担
を
抱
え
な
が
ら
の

出
発
で
あ
り
ま
す
が
、
会
社
、

社
員
が
一
体
と
な
っ
て
国
鉄

改
革
の
大
き
な
課
題
を
ク
リ

ア
で
き
た
こ
と
は
、
誠
に
喜

ば
し
い
限
り
で
す
。

株
式
上
場
の
大
き
な
成
果

の
一
因
と
し
て
会
社
の
発
展

の
た
め
に
奮
闘
し
た
JR
連
合

に
所
属
す
る
九
州
旅
客
鉄
道

労
働
組
合
（
JR
九
州
労
組
）

抜
き
に
は
語
れ
ま
せ
ん
。

JR
九
州
労
組
は
、1

9
9
2

年

の
JR
連
合
結
成
以
来
、
民
主

的
な
組
織
運
営
を
通
じ
て
Ｊ

Ｒ
労
働
運
動
の
統
一
と
発
展

を
め
ざ
し
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
特
に
、2

0
0
0

年
の
九
州

労
（
JR
総
連
）
か
ら
の7

3
7

名

大
量
脱
退
に
際
し
て
、
JR
連

合
へ
の
加
入
を
阻
止
し
た
経

過
の
中
で
過
激
派
（
革
マ
ル

派
）
の
戦
略
を
打
ち
砕
い
た

諸
先
輩
方
の
洞
察
力
と
決
断

力
の
大
き
な
成
果
が
Ｊ
Ｒ
九

州
に
定
着
し
た
「
民
主
的
労

働
運
動
」
の
大
き
な
成
果
と

私
た
ち
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は

考
え
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
、
JR

グ
ル
ー
プ
発
展
の
た
め
全
国

の
JR
連
合
組
合
員
と
と
も
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

連
合

愛
の
カ
ン
パ

JR
連
合
で
は
毎
年
、
組
合

員
の
積
極
的
な
協
力
に
よ
っ

て
多
く
の
カ
ン
パ
金
が
集
ま

り
、
連
合
運
動
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
年
度
に
つ
い
て
も
、
取
り

組
み
を
展
開
し
ま
す
。

・
取
組
期
間

二
〇
一
六
年
十
月
～
十
二
月

・
目
標

組
合
員
一
人
三
〇
円
以
上
を

目
標
と
す
る
任
意
カ
ン
パ
と

し
ま
す
。

四
部
会

先
行
結
成

中
央
本
部
は
九
月
二
五
日
、

本
部
会
議
室
に
於
い
て
各
業

種
ご
と
の
現
場
の
問
題
を
知

り
尽
く
し
て
い
る
各
地
方
本

部
の
組
合
員
三
〇
名
が
集
ま

り
四
部
会
の
結
成
を
行
い
ま

し
た
。

結
成
さ
れ
た
部
会
は
、
管

理
部
会
、
営
業
部
会
、
運
輸

車
両
部
会
、
設
備
部
会
の
四

部
会
を
ま
ず
は
先
行
的
に
結

成
し
ま
し
た
。

現
場
に
は
多
く
の
問
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。
問
題
の

解
決
は
安
易
な
対
決
姿
勢
で

は
解
決
し
ま
せ
ん
。
人
と
し

て
常
識
的
な
挨
拶
か
ら
始
ま

る
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
多
く
の
問
題
を
解
決
す

る
大
き
な
手
段
で
す
。

私
た
ち
は
、
や
み
く
も
に

権
利
の
主
張
だ
け
を
言
う
気

は
無
い
と
し
て
も
、
一
部
の

管
理
者
の
発
言
や
情
の
無
い

会
話
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の

会
社
を
支
え
た
い
思
い
が
崩

れ
る
瞬
間
が
あ
り
ま
す

人
の
や
る
気
を
引
き
出
す

一
番
の
手
段
は
、
日
常
の
人

間
関
係
で
あ
り
素
直
な
会
話

の
や
り
と
り
で
す
。
一
方
通

行
的
な
協
力
や
感
謝
の
言
葉

も
な
い
機
械
的
な
労
務
管
理

で
は
風
通
し
の
良
く
な
い
職

場
が
出
来
上
が
り
、
ひ
い
て

は
安
全
の
確
保
に
不
安
を
感

じ
さ
せ
る
暗
い
職
場
に
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
働
く
理
由
は
、

賃
金
だ
け
で
は
解
決
し
な
い

人
間
関
係
の
情
も
あ
り
ま
す
。

あ
の
人
（
管
理
者
等
）
に
頼

ま
れ
た
ら
断
れ
な
い
人
間
関

係
は
大
切
な
現
場
管
理
の
ツ
ー

ル
と
考
え
ま
す
。

管
理
部
会

部

会

長：

大
泉
浩
康･

仙
台

副
部
会
長：

菅
谷
尚
司･

仙
台

事
務
局
長：

遠
藤
幸
雄･

横
浜

営
業
部
会

部

会

長：

栃
窪
吉
則･

仙
台

副
部
会
長：

和
知
利
昭･

東
京

事
務
局
長：

渡
辺
敏
昭･

新
潟

運
輸
車
両
部
会

部

会

長：

中
村

明･

東
京

副
部
会
長：

日
光

忠･

新
潟

事
務
局
長：

斎
藤
勝
彦･

仙
台

設
備
部
会

部

会

長：

舟
山
勝
広･

新
潟

副
部
会
長：

橘

伸
幸･

仙
台

事
務
局
長：

鈴
木
義
一･

仙
台
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国鉄改革の目指した形の具現化へ､あれから29年
株式上場は､安定した利益と社会的な信用の賜物
10/25 JR九州･株式上場！完全民営化･悲願達成
JR九州労組「民主的労働運動」の成果！
株式上場はゴールではなく､新たなステージへの
出発点
ＪＲ九州 東証に上場 初値は、3,100円

中
央
本
部
は
四
部
会
を
結
成

（
・
管
理
・
営
業
・
運
輸
車
両
・
設
備
）

中
央
本
部
は
、
各
業
種
ご
と
の
諸
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、

各
系
統
の
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
組
合
員
を
集
め
て
業
務

に
関
す
る
専
門
部
会
の
結
成
を
行
い
ま
し
た
。

目
的
は
、
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
現
場
の
声
を
本
社
に

伝
え
た
い
。
現
場
は
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
事
故
防
止
、

技
術
継
承
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
労
働
条
件
、
や
る
気
を
引

き
出
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
改
善
を
図
り
、
諸
問

題
の
改
善
に
繋
げ
る
こ
と
で
す
。



労
働
組
合
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
転
換

私
た
ち
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
は
、
こ

れ
ま
で
の
労
働
組
合
を
振
り

返
り
、
将
来
に
向
け
て
「
労

組
変
革
」
を
す
る
た
め
の
、

３
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
策
定

し
て
い
き
ま
す
。

①
組
織
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

②
運
動
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

③
組
合
員
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

私
た
ち
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

中
に
残
し
て
い
き
た
い
労
働

組
合
は
・
・
・

①
業
務
形
態
と
組
合
員
環
境

に
リ
ン
ク
し
た
組
織
の
在
り

方
、
体
制
へ
の
転
換
。

②
組
合
員
世
代
の
状
勢
変
化

に
伴
い
モ
バ
イ
ル
等
と
の
融

合
し
た
運
動
創
り
へ
の
参
加
。

③
多
様
な
労
働
感
に
よ
る
働

き
方
の
意
識
転
換
。

な
ど
に
つ
い
て
、
「
企
業

内
労
働
組
合
」
と
し
て
の
な

か
で
継
承
す
べ
き
原
点
を
留

め
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で

働
く
社
員
全
体
が
興
味
を
示

す
労
組
変
革
と
し
て
「
イ
ー

ス
ト

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を

策
定
し
ま
す
。

②
運
動
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
社
員
の
六

割
程
度
が
Ｊ
Ｒ
採
用
社
員
と

な
っ
て
い
る
な
か
で
、
労
働

組
合
・
労
働
運
動
へ
の
関
心

や
興
味
を
持
つ
社
員
は
ど
の

く
ら
い
い
る
の
だ
ろ
う
か
と

考
え
ま
す
。

労
働
組
合
へ
の
理
解
度
と

労
働
組
合
が
あ
っ
て
も
何
も

し
な
い
人
た
ち
の
数
は
、
そ

こ
で
比
例
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

自
分
が
不
当
な
扱
い
を
受

け
た
と
き
は
、
労
働
組
合
に

相
談
す
れ
ば
い
い
と
考
え
る

の
が
一
般
的
で
す
。
そ
の
様

な
組
合
員
は
、
日
常
で
は
組

合
的
な
活
動
に
興
味
を
持
ち

ま
せ
ん
。
そ
の
様
な
組
合
員

が
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
労
働
組
合
活
動
が

組
合
員
の
家
庭
で
の
時
間
を

犠
牲
に
し
た
り
、
自
分
の
時

間
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
嫌

悪
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

日
常
の
仕
事
と
家
庭
、
私

生
活
と
の
間
に
、
組
合
活
動

と
の
バ
ラ
ン
ス
的
な
不
釣
合

い
が
あ
り
、
そ
れ
が
組
合
員

に
嫌
わ
れ
る
要
因
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
分

析
し
て
い
ま
す
。

前
段
の
「
組
織
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
」
と
の
共
通
す
る
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
の

た
め
の
労
働
組
合
活
動
の
結

果
が
、
組
合
員
に
は
行
動
し

た
労
力
（
時
間
消
費
）
よ
り
、

行
動
対
価
と
な
る
組
合
活
動

の
評
価
が
低
い
と
い
う
こ
と

が
、
労
働
組
合
を
重
荷
に
感

じ
さ
せ
る
大
き
な
要
因
だ
と

思
い
ま
す
。

労
働
運
動
と
は
、
「
組
合

員
一
人
ひ
と
り
の
声
を
集
め

る
活
動
」
、
「
そ
の
声
を
集

結
し
会
社
や
政
治
の
場
へ
届

け
る
活
動
」
、
「
届
け
た
声

で
働
く
側
の
生
活
の
向
上
・

地
位
の
向
上
を
得
る
た
め
の

交
渉
を
す
る
活
動
」
の
積
み

重
ね
が
労
働
運
動
で
す
。

こ
の
積
み
重
ね
て
い
く
中

で
、
集
め
る
声
に
は
「
広
く

浅
く
」
も
あ
り
、
「
広
く
深

く
」
も
あ
り
、
「
狭
く
深
く
」

も
あ
り
様
々
で
す
。

こ
の
様
な
多
様
な
声
を
集

め
る
活
動
は
、
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
度
に
組
合

員
は
役
員
に
呼
び
出
さ
れ
、

繰
り
返
し
声
集
め
の
様
々
な

実
績
作
り
に
駆
り
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
様
な
活
動
の

積
み
重
ね
は
必
要
で
す
が
、

組
合
員
の
行
動
労
力
と
活
動

の
評
価
を
ど
れ
だ
け
近
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
か
が
、

「
重
荷
的
な
組
合
活
動
」
か

ら
の
解
放
さ
せ
る
手
段
に
な

る
は
ず
で
す
。

行
動
労
力
を
軽
減
さ
せ
る

活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

活
動
へ
の
参
加
手
法
と
し
て

組
合
員
に
負
担
と
な
ら
な
い

モ
バ
イ
ル
機
器
（
携
帯
電
話
）

等
で
の
活
動
参
加
や
、
レ
ク

活
動
・
業
務
知
識
の
向
上
と

な
る
学
習
会
と
の
活
動
の
組

合
せ
な
ど
、
組
合
員
が
感
情

的
評
価
に
直
結
で
き
る
取
り

組
み
へ
と
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
組
合
活
動
の
評
価

向
上
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
出
向
組
合
員
の
出
向
先
会

社
と
の
交
渉
・
議
論
は
難
し

い
と
の
捉
え
方
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
当
た
り
前
の
労
働

組
合
が
、
加
入
組
合
員
の
働

く
職
場
に
対
し
て
「
物
申
せ

な
い
」
と
の
考
え
方
を
見
直

す
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

組
合
員
の
働
く
職
場
実
態

に
合
わ
せ
た
労
使
関
係
、
交

渉
手
法
を
構
築
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
具
体
的
な
検
討
事
項

(

案)

と
し
て
】

組
合
員
の
活
動
へ
の
参
加

手
法
の
見
直
し
。

・
モ
バ
イ
ル
機
器
等
の
活
用
、

レ
ク
・
学
習
会
等
と
の
組
合

せ
活
動
で
の
精
神
的
、
家
族

的
な
軽
減
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

出
向
会
社
と
の
労
使
関
係
、

交
渉
の
あ
り
方
。

・
組
合
員
の
出
向
先
会
社
と

の
労
使
関
係
の
構
築
、
労
使

協
議
、
交
渉
等
の
持
ち
方
を

検
討
し
ま
す
。
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イーストイノベーション
２０１６～２０１８

イースト ユニオンから
「変革への挑戦」 その３

今回は、②運動のパラダイム
③組合員のパラダイム

パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換

従
来
の
世
界
観
、
考
え

方
の
枠
組
み
が
根
本
的
に

動
揺
、
あ
る
い
は
崩
壊
し

て
、
新
し
い
も
の
に
転
換

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
考

え
方
。



③
組
合
員
の

パ
ラ
ダ
イ
ム

労
働
組
合
が
組
合
員
に
必

要
と
さ
れ
評
価
さ
れ
る
こ
と

は
、
労
働
組
合
活
動
の
質
的

向
上
に
大
き
く
繋
が
り
ま
す
。

し
か
し
、
企
業
か
ら
の
労
働

組
合
不
要
論
や
組
合
員
の
労

働
組
合
へ
の
無
関
心
が
、
近

年
大
き
く
取
り
立
た
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
労
働
組
合
に

興
味
を
持
た
な
い
組
合
員
が

増
え
て
い
る
こ
と
は
、
労
働

組
合
の
存
在
意
義
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
と
比
例
し
て

労
働
組
合
を
良
く
す
る
の
も

悪
く
す
る
の
も
、
そ
れ
は
組

合
員
自
身
が
組
合
組
織
に
責

任
を
持
と
う
と
し
て
い
る
か

い
な
い
か
が
大
き
く
関
与
し

て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
組
合
費
を
払
っ
て
そ
の
ほ

か
に
組
合
員
に
責
任
を
持
た

せ
る
の
か
」
と
思
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
労
働
組
合
は

役
員
が
皆
さ
ん
の
代
行
者
と

な
り
組
織
の
運
営
を
執
行
し

て
い
る
だ
け
で
す
。
そ
の
役

員
が
個
人
的
な
思
い
だ
け
で

組
織
を
動
か
し
て
し
ま
え
ば
、

組
合
組
織
は
崩
壊
し
て
し
ま

い
ま
す
。
だ
か
ら
任
せ
る
べ

き
役
員
を
選
ぶ
の
は
、
組
合

員
一
人
一
人
か
ら
の
支
持
が

無
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
役

員
と
し
て
の
資
質
や
信
義
・

正
義
、
組
織
運
営
の
力
量
な

ど
か
ら
、
皆
さ
ん
の
代
表
と

し
て
適
し
て
い
る
か
の
判
断

(

選
定)

を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
労
働

組
合
は
定
期
大
会
を
開
き
役

員
選
挙
を
し
て
、
組
合
員
の

代
表
を
決
め
て
い
ま
す
。
組

合
員
に
は
、
組
合
費
を
払
っ

た
組
織
の
執
行
を
監
視
す
る

責
任
が
あ
り
ま
す
。

組
合
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が

あ
る
と
よ
く
否
定
的
な
批
判

の
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が
、

な
ぜ
悪
い
の
で
し
ょ
う
か
。

労
働
組
合
に
は
、
考
え
方
や

社
会
生
活
で
の
正
義
が
必
要

で
す
。
そ
の
考
え
方
に
は
、

様
々
な
論
調
が
あ
っ
て
い
い

と
思
い
ま
す
が
、
国
鉄
改
革

に
い
た
っ
た
労
働
組
合
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
何
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
時
勢
的
に

会
社
的
に
組
合
員
的
に
そ
こ

が
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
と
言
わ
れ
る
思

想
信
条
は
あ
っ
て
も
良
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

が
労
働
組
合
の
過
去
の
歴
史

的
活
動
の
中
で
良
く
思
わ
れ

な
か
っ
た
こ
と
は
否
め
ま
せ

ん
。日

本
経
済
情
勢
の
中
、
会

社
は
経
営
者
が
会
社
を
運
営

し
て
い
く
中
で
、
労
働
者
と

は
違
う
観
点
で
会
社
経
営
と

そ
こ
に
い
る
も
の
を
擁
護
し

た
経
営
方
針
で
、
会
社
運
営

を
し
て
い
き
ま
す
。

労
働
者
が
「
働
く
も
の
が

馬
鹿
を
見
な
い
！
」
と
よ
く

言
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に

は
私
た
ち
の
代
表
と
な
る
労

働
組
合
や
組
合
役
員
が
、
親

身
に
な
っ
て
職
場
と
そ
こ
で

働
く
組
合
員
を
愚
直
に
守
る

活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

守
る
こ
と
そ
こ
か
ら
向
上

す
る
こ
と
を
前
提
に
、
企
業

内
労
働
組
合
と
し
て
の
運
動

作
り
を
す
る
こ
と
が
労
働
組

合
の
役
割
で
あ
り
、
労
働
者

と
し
て
の
組
合
員
と
し
て
の

活
動
の
責
務
で
す
。

【
具
体
的
な
検
討
事
項
（
案
）

と
し
て
】

・
次
世
代
の
労
働
者
感
の
創

出
（
会
社
・
労
働
・
仕
事
感

に
関
し
討
論
す
る
）

・
組
合
員
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転

換
（
人
生
の
中
で
仕
事
と
労

働
組
合
の
関
わ
り
に
つ
い
て

討
論
す
る
）

・
グ
ル
ー
プ
の
労
働
者
像
に

つ
い
て
の
あ
り
方
（
Ｊ
Ｒ
東

日
本
グ
ル
ー
プ
全
体
を
見
た

労
働
の
創
出
に
つ
い
て
議
論

し
て
み
る
）
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「支え合い」は「ささえ愛」。

仲間みんなで守り合いたい。
交運共済は、ＪＲやＪＲ関連企業で働く仲間を守る相互扶助の共済です。

厚生労働省の認可を得て事業を行い、組合員とそのご家族の安心と

生活をサポート。

慶弔見舞金制度の総合共済から、火災、地震風水害、交通火災、生

命、入院、マイカー自賠責、総合医療と共済事業を展開し、幅広い

保障体制を整えています。

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
は
、
Ｊ
Ｒ

連
合
や
連
合
の
一
員
と
し
て
、
何

よ
り
組
合
員
の
生
活
向
上
の
要
求

を
達
成
す
る
た
め
に
賃
金
は
最
大

の
労
働
条
件
と
位
置
づ
け
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

近
年
、
格
差
ベ
ア
反
対
を
唱
え

る
東
労
組
の
悪
影
響
と
は
思
い
た

く
な
い
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
春
闘

の
在
り
方
に
疑
問
を
感
じ
ま
す
。

日
本
の
最
大
鉄
道
会
社
と
し
て

の
位
置
付
け
は
、
日
本
の
経
済
に

と
っ
て
も
労
働
環
境
に
と
っ
て
も

大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
大
企
業

で
す
。

か
つ
て
、
日
本
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
カ
ン
パ
ニ
ー
を
企
業
全
体
で
目

指
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
社
員

の
努
力
の
達
成
感
を
余
り
感
じ
な

い
中
で
現
在
は
、
一
部
の
社
員
か

ら
利
益
優
先
の
そ
し
り
を
受
け
る

言
動
が
垣
間
見
ら
れ
ま
す
。

純
ベ
ア
に
関
す
る
基
本
給
改
定

の
在
り
方
は
、
定
額
方
式
と
定
率

方
式
が
有
り
ま
し
た
。
会
社
の
考

え
方
は
基
本
的
に
は
定
額
方
式
を

メ
イ
ン
に
考
え

実
施
し
て
き
ま

し
た
。

新
人
事
賃
金

制
度
へ
の
移
行

後
会
社
は
、
定

率
方
式
を
定
着
さ
せ
よ
う
と
の
考

え
が
伺
え
ま
す
。

以
前
の
賃
金
表
を
使
っ
た
基
本

給
の
改
定
方
式
の
良
し
悪
し
を
こ

こ
で
は
論
じ
ま
せ
ん
が
、
今
後
大

切
な
こ
と
は
、
労
使
が
胸
襟
を
開

い
た
交
渉
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
す
。

生活闘争の取り組み

2 0 1 6 か ら 2 0 1 7 へ


